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｢見過ごせぬ､日高中堯菫雪雲岸言
開発より

日
高
山
脈
は
．
狩
勝
峠
か
ら
太
平
洋

に
突
き
で
た
え
り
も
岬
ま
で
の
間
一
四
○

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
北
海
道
の
南
半
分
を

南
北
に
の
び
、
背
骨
に
あ
た
る
山
々
で

あ
る
。
最
高
峰
の
幌
尻
岳
で
も
標
高

二
、
○
五
三
メ
ー
ト
ル
、
そ
の
他
の
山
々

の
頂
は
二
、
○
○
○
メ
ー
ト
ル
以
下
で
、

本
州
中
部
の
山
々
と
比
べ
て
決
し
て
高

い
と
は
い
え
な
い
。
し
か
し
ど
の
山
で

も
地
形
は
け
わ
し
く
、
峰
々
は
空
に
鋭

く
つ
き
で
て
い
る
。

日
高
山
脈
で
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
の

は
カ
ー
ル
地
形
で
あ
ろ
う
。
山
側
は
急

峻
な
崖
と
な
り
、
そ
の
下
部
は
平
担
な

カ
ー
ル
底
と
な
っ
て
い
る
。
か
っ
て
山

脈
を
お
お
っ
て
い
た
氷
河
が
山
は
だ
を

け
ず
り
と
っ
た
跡
で
あ
る
。
カ
ー
ル
内

に
は
高
山
植
物
群
落
が
よ
く
発
達
し
、

セ
ツ
沼
カ
ー
ル
の
よ
う
に
雪
渓
の
と
け

日
高
山
脈
中
央
を
横
切
る

呆言日
高
山
脈
の
自
然

静
内
ｐ
中
札
内
線
の

計
画
概
要
と
問
題
点

I

蝋 純

日掻ム
た
水
が
た
ま
り
、
池
が
で
き
て
い
る
と

こ
ろ
も
あ
る
”

動
植
物
に
つ
い
て
は
、
Ｈ
尚
山
脈
の

奥
深
さ
の
ゆ
え
に
、
こ
れ
ま
で
断
片
的

な
調
査
結
果
し
か
な
か
っ
た
。
一
九
七

六
年
か
ら
北
海
道
の
自
然
生
態
系
調
介

の
一
環
と
し
て
動
植
物
の
調
卉
が
行
わ

れ
、
そ
れ
ら
の
結
果
が
今
年
に
な
っ
て

「
日
高
山
系
自
然
生
態
系
総
合
調
査
報

告
番
（
総
説
・
植
物
篇
）
、
（
動
物
篇
）
」

が
発
刊
さ
れ
た
。
日
高
山
脈
の
動
植
物

の
概
要
は
、
こ
れ
ら
の
報
告
に
よ
っ
て

明
ら
か
に
な
っ
た
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

日
高
山
脈
で
記
録
さ
れ
た
植
物
は
六

八
四
種
（
一
雑
種
を
含
む
）
。
そ
の
う
ち

高
山
植
物
は
一
三
一
種
で
あ
る
。
日
高

山
脈
で
は
、
大
雪
山
な
ど
に
比
べ
る
と

お
花
畑
の
大
き
な
も
の
は
少
な
く
、
し

か
も
主
と
し
て
山
頂
部
と
か
カ
ー
ル
内

に
見
ら
れ
る
、
稜
線
や
高
い
帯
の
斜
面

で
は
ハ
イ
マ
ツ
群
落
や
ウ
ラ
ジ
ロ
ナ
ナ

カ
マ
ド
、
タ
カ
ネ
ナ
ナ
カ
マ
ド
、
ウ
コ

〈
十
勝
自
然
保
謹
協
会
〉
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鐸
ン
ウ
ッ
ギ
な
ど
の
稚
木
械
物
群
藩
が
み

ら
れ
《
？
こ
れ
ら
の
ド
に
は
ダ
ケ
カ
ン

バ
柵
か
つ
つ
き
、
橡
尚
か
ド
が
る
に
つ

れ
て
針
災
樹
林
、
針
広
混
交
林
と
変
化

し
て
ゆ
く
た
だ
Ｉ
勝
側
で
は
混
交
林

や
広
雌
樹
林
か
多
い
の
に
対
し
、
側
尚

側
で
は
各
所
に
エ
ゾ
↓
、
シ
・
ト
ド
マ
ッ

の
針
難
樹
林
か
み
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の

森
林
の
・
部
は
本
来
の
脈
始
林
の
特
徴

を
ｋ
く
維
持
し
て
お
り
、
前
記
報
俄
諜

で
も
、
Ｈ
勝
峠
タ
ヶ
カ
ン
バ
林
、
ウ
エ

ン
ザ
ル
川
針
葉
樹
林
、
春
別
川
針
葉
樹

林
、
楽
占
川
広
業
樹
林
は
と
く
に
保
謹

さ
れ
る
へ
き
森
林
と
さ
れ
て
い
る
。

哺
乳
類
は
二
十
種
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。

す
な
わ
ち
食
虫
顛
二
種
、
翼
手
類
三
種
、

ウ
サ
ギ
類
二
極
、
げ
っ
歯
類
七
種
、
食

肉
頬
五
種
、
偶
蹄
類
一
種
で
あ
る
。
こ

の
う
ち
、
ナ
キ
ウ
サ
ギ
は
標
高
四
○
○
～

二
、
○
○
○
メ
ー
ト
ル
ま
で
の
間
で
み
ら

れ
る
が
、
一
、
六
○
○
～
二
、
○
○
○

メ
ー
ト
ル
で
も
っ
と
も
多
い
、
こ
の
こ

と
は
ナ
キ
ウ
サ
ギ
が
カ
ー
ル
内
や
高
山

帯
の
ガ
レ
場
を
主
な
生
息
場
所
と
し
て

い
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
七
○
○
メ
ー

ト
ル
以
上
に
は
ム
ク
ゲ
ネ
ズ
ミ
が
生
息

し
、
高
山
帯
で
は
こ
の
ネ
ズ
ミ
は
他
の

ネ
ズ
ミ
類
よ
り
多
く
な
っ
て
い
る
。

鳥
類
は
こ
れ
ま
で
に
七
七
種
が
記
録

さ
れ
て
い
る
。
高
山
帯
で
は
植
生
が
単

純
な
た
め
に
主
な
鳥
類
は
カ
ャ
ク
グ
ー

ル
リ
ピ
タ
キ
、
ノ
ゴ
マ
、
ビ
ン
ズ
イ
な
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現
在
、
日
高
山
脈
を
横
断
す
る
道
路

は
国
道
三
八
号
（
狩
勝
）
、
二
七
四
号

（
日
勝
）
、
二
三
六
号
（
黄
金
道
路
）
、
さ

ら
に
目
下
工
事
中
の
大
樹
・
浦
河
線
を

加
え
る
と
四
路
線
と
な
る
。
こ
こ
で
問

題
と
す
る
計
画
路
線
は
、
日
高
山
脈
中

央
部
で
十
勝
、
日
高
両
地
方
を
結
ぼ
う

と
い
う
も
の
で
あ
る
。

こ
の
路
線
は
、
日
高
支
庁
管
内
静
内

ど
烏
顛
群
集
は
単
純
で
あ
る
が
、
カ
ー

ル
内
で
は
向
山
草
原
も
よ
く
発
達
し
、

こ
の
よ
う
な
環
境
に
特
有
な
鳥
類
群
集

が
み
ら
れ
る
。
森
林
帯
で
は
、
ほ
ぼ
標

尚
一
、
○
○
○
メ
ー
ト
ル
以
上
で
人
Ｌ
林

は
少
な
く
、
ほ
と
ん
ど
伐
採
を
行
わ
れ

て
お
ら
ず
、
こ
こ
の
鳥
類
群
集
は
ヒ
ガ

ラ
、
サ
メ
ビ
タ
キ
、
キ
ク
イ
タ
ダ
キ
な

ど
の
優
占
す
る
針
葉
樹
林
、
針
広
混
交

林
に
典
型
的
な
鳥
類
群
集
が
み
ら
れ
る

が
、
そ
れ
以
下
で
は
開
け
た
環
境
を
好

む
烏
噸
が
優
占
す
る
よ
う
に
な
る
。

Ｈ
尚
山
脈
は
、
地
形
・
地
質
の
面
で

も
特
徴
が
あ
り
、
動
植
物
相
の
面
で
本

来
の
原
始
性
を
よ
く
維
持
し
て
い
る
。

こ
れ
に
加
え
、
山
岳
や
谷
の
け
わ
し
さ
、

こ
れ
ら
を
総
合
し
た
日
高
山
脈
の
価
値

は
大
雪
山
国
立
公
園
に
比
べ
て
決
し
て

劣
る
と
こ
ろ
は
な
い
と
い
え
る
だ
る

●
つ
。

道
路
計
画
の
概
要 ､勺

、
↑

く
．
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急
斜
面
の
多
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
地
質
・
地
形
の
山
脈
中

部
で
の
土
木
工
事
は
、
大
き
な
自
然
破

壊
を
生
ず
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
現

在
札
内
川
の
砂
防
ダ
ム
エ
事
に
伴
っ
て

行
わ
れ
て
い
る
道
路
工
事
が
自
然
破
壊

の
見
本
で
あ
る
。
い
ま
の
と
こ
ろ
二

号
ダ
ム
予
定
地
ま
で
道
路
が
で
き
て
お

り
、
さ
ら
に
そ
の
上
流
に
向
っ
て
道
路

開
削
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
工
法

は
ひ
ど
い
も
の
で
、
急
斜
面
を
ブ
ル
ド
ー

ザ
で
削
り
、
土
砂
を
川
の
中
に
落
し
、

削
っ
た
あ
と
の
山
側
の
法
面
は
大
き
な

裸
地
と
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
標
高

五
五
○
メ
ー
ト
ル
・
予
定
路
線
は
さ
ら

に
一
三
○
メ
ー
ト
ル
上
っ
て
か
ら
ト
ン

ネ
ル
に
は
い
る
わ
け
で
あ
る
。
七
の
沢

は
札
内
川
本
流
に
比
べ
て
川
幅
は
せ
ま

く
、
両
側
は
急
斜
面
と
な
っ
て
い
る
。

と
く
に
右
岸
は
ピ
ラ
ト
ミ
山
の
山
麓
部

で
、
各
所
に
崩
壊
地
が
あ
っ
て
、
そ
の

下
部
に
は
岩
錐
が
で
き
て
い
る
。
こ
の

よ
う
な
所
に
道
路
を
通
せ
ば
、
ど
の
よ

う
に
な
る
か
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

第
三
は
、
完
全
な
自
然
生
態
調
査
が

ほ
と
ん
ど
行
わ
れ
て
い
な
い
こ
と
で
あ

る
。
奥
地
開
発
道
路
協
会
が
一
九
七
六

年
に
「
日
高
山
脈
中
央
部
に
お
け
る
自

然
環
境
並
び
に
日
高
圏
域
と
十
勝
圏
域

の
農
業
等
産
業
の
背
景
に
関
す
る
調

査
」
を
発
刊
し
て
い
る
。
こ
の
中
で

「
自
然
保
護
の
面
か
ら
み
て
も
こ
の
路
線

町
の
一
般
道
道
高
見
静
内
停
車
場
線
か

ら
分
岐
す
る
静
内
ダ
ム
サ
イ
ト
を
起
点

と
し
、
静
内
川
、
メ
ナ
シ
ベ
ッ
川
、
コ

イ
ボ
ク
シ
ビ
チ
ャ
リ
川
沿
い
に
日
高
山

系
に
は
い
り
、
カ
ム
イ
エ
ク
ゥ
チ
ヵ
ゥ

シ
山
と
コ
イ
カ
ク
シ
ュ
サ
ッ
ナ
イ
岳
の

間
を
ト
ン
ネ
ル
で
越
え
、
札
内
川
七
の

沢
に
出
て
、
札
内
川
沿
い
に
下
り
、
十

勝
支
庁
管
内
中
札
内
村
上
札
内
で
主
要

道
道
清
水
大
樹
線
に
接
続
す
る
全
長

七
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。

工
事
区
間
は
二
四
・
五
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
、
道
路
幅
員
五
・
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、

中
央
ト
ン
ネ
ル
は
標
高
六
八
○
メ
ー
ト

ル
で
は
じ
ま
り
、
そ
の
延
長
は
四
、
四
七
ｎ

メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。
ト
ン
ネ
ル
は
こ
り

そ
の
延
長
は
四
、
四
七
○

ぬ
る
。
ト
ン
ネ
ル
は
こ
の

卸
岬
針
詐
謎
墨
壺
罐
一

る
。
前
記
の
奥
地
開

道
路
協
会
の
報
告
書

は
、
こ
の
道
路
の
も
一

つ
産
業
上
の
メ
リ
ッ

ト
を
強
調
し
て
い
る

が
、
同
報
告
書
に
あ
三

げ
ら
れ
て
い
る
資
料

■

は
、
こ
の
道
蕗
だ
よ
っ

玉
輌
麺
癖
匪
華
鑑
細
一
一
・
．

で
き
な
い
こ
と
を
示
“
す

し
て
い
る
。
例
え
ば

蕊
蕊
擬
毎Ｌ

駁
間
を
二
時
間
短
縮

で
き
る
と
述
べ
て
い

る
が
、
同
じ
報
告
書

建
設
に
よ
る
悪
影
響
は
な
い
も
の
と
考

え
ら
れ
る
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、

こ
の
報
告
書
の
作
成
者
は
自
然
環
境
に

関
す
る
学
術
調
査
を
ほ
と
ん
ど
行
わ
ず
、

ま
た
十
分
な
検
討
も
行
っ
て
い
な
い
の

で
あ
る
。

こ
の
ほ
か
に
も
、
北
海
道
開
発
局
は

一
九
七
四
年
か
ら
計
画
路
線
の
環
境
調

査
を
行
い
、
報
告
書
を
出
し
て
い
る
。

し
か
し
、
わ
れ
わ
れ
自
然
保
謹
団
体
の

資
料
公
開
要
請
に
は
応
ぜ
ず
、
報
告
書

は
今
の
と
こ
ろ
未
公
開
の
ま
ま
で
あ
る
。

第
四
は
道
路
開
通
に
よ
る
経
済
的
メ

ほ
か
に
三
本
で
、
総

延
長
六
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
、
覆
道
一
○
カ
所
、

橋
一
七
カ
所
の
計
画

が
あ
る
。

昭
和
五
四
年
度
は

調
査
期
間
と
し
、

五
五
年
度
か
ら
工
事

沢
を
開
始
す
る
と
い
う
。

ノ
な
お
、
こ
れ
に
伴
っ

七
て
中
札
内
村
は
、

．
一
九
七
七
年
に
札
内

流
川
沿
い
の
林
道
を
村

上
道
に
決
定
し
、
さ
ら

〃
に
こ
れ
を
道
道
に
指

内
定
し
よ
う
と
し
て
い

し＊
る
。

現
在
わ
れ
わ
れ
が

知
り
う
る
計
画
は
以

上
で
あ
る
。
北
海
道

開
発
局
は
は
っ
き
り

し
た
路
線
な
ど
詳
細

に
つ
い
て
は
公
表
し

て
い
な
い
。

"

前
述
の
よ
う
に
日
高
山
脈
は
北
海

道
の
中
で
も
自
然
が
よ
く
保
た
れ
て
い

る
。
し
か
し
最
近
に
な
っ
て
森
林
の
伐

採
、
砂
防
ダ
ム
や
電
源
開
発
の
た
め
の

ダ
ム
の
構
築
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
の
道
路

が
山
脈
の
奥
深
く
ま
で
は
い
り
こ
み
、

さ
ら
に
産
業
開
発
道
路
の
開
削
が
進
む

に
つ
れ
て
、
大
規
模
な
エ
事
が
高
標
高

地
ま
で
及
ぼ
う
と
し
て
い
る
。
日
高
山

脈
が
以
前
に
比
べ
て
身
近
か
に
な
る
一

方
で
、
日
高
山
脈
特
有
の
氷
河
地
形
や

動
植
物
を
ふ
く
む
貴
重
な
自
然
の
保
護

の
点
で
の
問
題
が
生
じ
て
い
る
。
中
札

内
・
静
内
線
は
山
脈
中
央
部
を
通
る
た

め
、
日
勝
道
路
な
ど
既
設
の
道
路
と
は

比
べ
よ
う
も
な
い
自
然
保
謹
上
の
大
き

な
問
題
を
か
か
え
て
い
る
と
い
え
る
だ

ろ
う
。十

勝
自
然
保
謹
協
会
は
日
高
専
門
委

員
会
を
設
け
、
日
商
山
脈
の
国
定
公
園

指
定
や
道
路
計
画
の
問
題
に
つ
い
て
検

討
を
行
っ
て
き
た
が
、
中
札
内
・
静
内

線
に
つ
い
て
は
以
ド
に
あ
げ
る
よ
う
な

問
鼬
点
を
指
摘
し
て
雑
木
的
に
反
対
の

態
度
を
表
明
し
た
灸
川
・
・
九
日
の
理

邪
会
）

節
・
は
地
質
的
に
極
め
て
ぜ
い
弱
で

あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
Ⅱ
尚
山
脈

北
部
は
、
花
崗
職
や
斑
潜
、
内
緑
岩
、

の
別
の
賛
料
で
は
日
勝
道
路
経
由
の
方

が
時
間
短
縮
に
な
る
こ
と
を
示
し
て
い

る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
卜
勝
圏
で
は

卜
勝
港
の
整
備
拡
大
と
い
う
方
向
が
う

ち
だ
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
経
済
面

で
は
日
勝
道
路
な
ど
既
存
の
道
路
の
整

備
の
方
が
優
先
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

さ
ら
に
地
形
か
ら
み
る
と
、
冬
季
の
雪

崩
の
発
生
の
可
能
性
が
大
き
く
閉
鎖
さ

れ
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
、
道
路
の
利
用

効
率
に
も
疑
問
の
あ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

日
高
山
脈
の
も
っ
と
も
大
き
な
特
徴

は
原
始
的
自
然
を
よ
く
維
持
し
て
い
る

日
高
中
央
横
断
道
の
問
題
点

な
ど
の
等
粒
状
完
晶
質
の
深
成
岩
か
ら

な
る
が
、
計
画
路
線
の
通
る
山
脈
中
部

で
は
ミ
グ
マ
タ
イ
ト
や
片
状
黒
雲
母
片

麻
岩
が
広
く
分
布
し
て
い
る
。
平
野
部

に
堆
積
し
て
い
る
扇
状
地
礫
層
を
広
く

調
査
し
た
結
果
に
よ
る
と
、
洪
積
世
中

期
の
光
地
園
礫
層
や
幕
別
扇
状
地
礫

層
、
洪
積
世
後
期
の
上
札
内
礫
層
の
い

ず
れ
に
お
い
て
も
、
ミ
グ
マ
タ
イ
ト
の

風
化
は
極
め
て
進
ん
で
い
る
。
例
え
ば

礫
は
シ
ャ
ベ
ル
で
サ
ク
サ
ク
と
切
断
さ

れ
る
程
で
あ
る
し
、
上
札
内
礫
層
で
も

ハ
ン
マ
ー
で
軽
く
た
た
く
だ
け
で
バ
ラ

バ
ラ
に
く
ず
れ
る
程
で
あ
る
。
片
状
黒

雲
母
片
麻
岩
の
風
化
の
程
度
も
こ
れ
に

近
い
。

ま
た
帯
広
営
林
局
が
一
九
六
五
年
に

発
刊
し
た
「
日
高
山
系
崩
壊
地
調
査
報

告
書
」
に
よ
る
と
、
山
復
崩
壊
地
面
積

は
札
内
川
流
域
で
最
も
多
く
、
崩
壊
率

も
高
い
・
崩
壊
地
の
八
○
パ
ー
セ
ン
ト

は
三
五
度
以
上
の
傾
斜
面
に
発
生
し
て

い
る
が
、
札
内
川
流
域
で
は
三
五
度
以

上
の
傾
斜
面
が
五
○
パ
ー
セ
ン
ト
も
占

め
て
い
る
。

第
二
に
地
形
が
非
常
に
け
わ
し
い
こ

と
で
あ
る
。
前
述
の
よ
う
に
札
内
川
沿

い
に
は
急
傾
斜
が
多
い
・
静
内
側
で
も

既
設
林
道
に
は
危
険
な
と
こ
ろ
が
多
い
。

例
え
ば
静
内
調
整
池
沿
い
の
林
道
、
コ

イ
ボ
ク
シ
ビ
チ
ャ
リ
川
沿
い
の
林
道
な

ど
で
あ
る
。
開
削
予
定
部
分
の
地
形
も

こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
は
ま
た
学

術
的
に
も
大
き
な
価
値
を
も
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
自
然
を
一
つ
の
標
本
と
し

て
保
存
し
、
後
世
に
永
く
伝
え
て
い
く

必
要
が
あ
ろ
う
。
そ
の
た
め
に
今
日
の

道
路
の
よ
う
に
日
高
の
自
然
に
大
き
な

傷
を
与
え
か
ね
な
い
も
の
に
は
断
固
と

し
て
反
対
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

七の沢上流｡讓年分の雪渓
－5－
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■

趣
意
番

北
海
道
で
大
当
山
と
並
び
数
少
な
い
自
然

か
残
さ
れ
て
い
る
日
高
山
脈
。
そ
こ
に
今
、

国
道
二
七
五
号
線
（
通
祢
日
勝
道
路
）
．
道

道
大
樹
・
浦
河
線
に
続
き
累
三
の
ル
ー
ト
」

が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
ル
ー
ト
は
「
開

発
道
々
静
内
・
中
礼
内
線
」
と
呼
ば
れ
る
も

の
で
、
日
高
山
脈
の
ど
真
巾
を
ぶ
ち
抜
き
、

峻
険
な
山
脈
を
削
り
落
し
て
造
ら
れ
る
も
の

で
す
。こ

の
日
高
山
脈
は
学
術
的
に
き
わ
め
て
価

値
が
高
く
、
地
形
・
地
質
・
植
物
・
動
物
相

の
原
始
性
が
損
わ
れ
て
お
ら
ず
、
山
岳
・
峡

谷
の
峻
険
さ
を
加
え
た
総
合
価
値
は
大
雪
山

に
勝
る
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
同
時
に
、

景
観
的
に
も
秀
れ
た
価
値
を
も
つ
日
高
山
脈

は
、
昭
和
四
六
年
環
境
庁
の
自
然
公
園
審
議

会
に
お
い
て
国
定
公
園
候
補
地
の
指
定
を
う

け
、
自
然
公
園
と
し
て
の
保
護
が
急
が
れ
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

こ
の
よ
う
な
日
高
山
脈
に
お
い
て
直
接
開

発
に
拠
る
人
た
ち
以
外
は
ほ
と
ん
ど
人
目
に

触
れ
る
こ
と
な
く
、
す
で
に
多
く
の
開
発
が

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
十
勝
側
に
お
け
る
砂

防
ダ
ム
エ
事
、
日
高
側
の
電
源
開
発
工
事
、

及
び
林
道
等
が
そ
の
開
発
の
特
徴
で
す
。

い
ま
私
た
ち
が
問
題
と
し
て
い
る
静
内
・

中
礼
内
線
は
三
十
年
頃
よ
り
地
元
町
村
か
ら

開
発
要
望
の
動
き
が
出
て
、
四
十
年
に
は

「
日
高
中
央
横
断
道
開
発
期
成
会
」
が
発
足

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
本
格
的
な
開
発
へ
の

道
を
歩
み
始
め
ま
し
た
。
こ
れ
に
対
応
し
て

開
発
局
も
四
五
年
に
調
査
を
開
始
、
四
九
年

か
ら
「
自
然
環
境
基
礎
調
査
」
を
始
め
ま
し

た
。
さ
ら
に
五
四
年
度
予
算
で
は
公
共
投
資

に
よ
る
不
況
克
服
の
柱
と
し
て
開
発
道
々
の

北
自
連
七
九
’
七

一
九
七
九
・
七
・
一
三

北
海
道
自
然
保
護
団
体
連
合

代
表
四
十
万
谷
吉
郎

北
海
道
知
事
殿

開
発
道
々
静
内
・
中
札
内
線

に
反
対
す
る
要
望
書

日
高
山
脈
は
、
今
日
日
本
で
最
も
原

始
性
を
伝
え
る
地
域
で
す
。
ま
た
、
そ

の
造
山
運
動
や
氷
河
期
の
遺
産
と
し
て

の
地
形
や
動
植
物
は
山
脈
そ
の
も
の
が

地
球
の
歴
史
の
教
科
醤
と
い
わ
れ
て
お

り
ま
す
。

こ
の
極
め
て
良
好
な
そ
し
て
賢
電
な

自
然
環
境
を
こ
の
ま
ま
の
姿
で
後
世
に

残
す
こ
と
は
私
た
ち
現
代
に
生
き
る
も

の
の
災
務
で
も
あ
り
ま
す
。

こ
の
日
高
山
脈
に
は
、
既
に
国
道
二
七
四

号
線
、
さ
ら
に
、
道
々
大
樹
・
浦
河
線

の
開
削
が
す
す
む
ほ
か
．
無
数
の
林
道
・

ダ
ム
等
の
開
発
が
す
す
ん
で
い
な
が
ら
、

こ
れ
を
規
制
す
る
行
政
対
応
は
全
く
す

す
ん
で
い
ま
せ
ん
。

い
ま
、
北
海
道
開
発
庁
が
計
画
す
る

同
山
脈
中
央
部
を
真
二
つ
に
つ
ら
ぬ
く

開
発
道
々
締
内
・
中
札
内
線
は
、
既
に

す
す
ん
で
い
る
自
然
破
壊
を
さ
ら
に
拡

げ
る
と
と
も
に
、
口
商
山
脈
と
し
て
の

価
値
を
著
し
く
損
う
も
の
と
考
え
ま
す
〕

同
時
に
急
峻
な
地
形
と
概
腎
の
多
い
地

域
で
あ
る
こ
と
を
含
め
、
経
済
効
果
は

期
待
で
き
な
い
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

以
上
の
こ
と
か
ら
私
た
ち
は
開
発
道
々

原
始
の
山
・
日
高
山
脈
を
守
ろ
う

日
高
・
士
幌
関
係
提
出
文
書

Ｉ
日
高
山
脈
を
守
る
連
絡
協
議
会
設
立
１
１

新
規
ｆ
算
か
耐
上
さ
れ
析
工
に
向
け
て
の
本

格
的
な
動
き
と
な
っ
て
衣
伽
化
し
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
中
で
、
こ
の
道
路
に
よ
る
開
発

が
残
さ
れ
た
固
簸
な
自
然
や
、
そ
の
中
の
人

間
の
営
み
に
と
っ
て
何
を
意
味
し
、
ど
の
よ

う
な
価
値
を
持
ち
得
る
の
で
し
ょ
う
か
。
既

に
同
じ
よ
う
な
多
く
の
経
験
を
持
つ
私
た
ち

は
余
り
に
も
安
易
に
、
こ
の
開
発
計
画
の
動

き
を
見
過
し
て
は
な
ら
な
い
と
考
え
ま
す
。

以
上
の
基
本
的
観
点
か
ら
共
に
日
高
山
脈

を
守
る
意
志
を
持
つ
多
く
の
団
体
、
個
人
が

一
同
に
会
し
、
こ
の
運
動
を
よ
り
広
範
に
、

よ
り
強
力
に
展
開
す
る
と
い
う
目
的
で
「
日

高
山
脈
を
守
る
連
絡
協
議
会
」
を
設
立
す
る

は
こ
び
に
な
り
ま
し
た
。

ど
う
か
こ
の
趣
旨
に
こ
賛
同
さ
れ
、
日
高

山
脈
を
守
る
運
動
に
参
加
い
た
だ
く
と
共
に

ご
支
援
を
い
た
だ
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。

日
高
山
脈
を
守
る
連
絡
協
議
会

設
立
・
世
話
人

北
海
道
自
然
保
謹
団
体
連
合

十
勝
自
然
保
謹
協
会

（
社
団
法
人
）
北
海
道
自
然
保
護
協
会

旭
川
・
大
雪
の
自
然
を

大
雪
の
自
然
を
守
る
会
（
札
幌
）

道
央
地
区
緑
と
健
康
を
守
る
連
絡
会
議

（
予
定
）

連
絡
先

〒
○
○
一

札
幌
市
北
区
北
三
条
西
一
丁
目

北
海
道
自
然
保
護
セ
ン
タ
ー
内

電
話

（
○
二
）
七
二
二
・
五
七
二
四

（
田
中
）

北
同
連
七
九
Ｉ
九

一
九
七
九
・
七
・
一
民

北
海
道
自
然
保
護
団
体
連
合

代
炎
四
十
万
谷
占
郎

北
海
道
知
彌
殿

道
々
士
幌
・
然
別
湖
線
の
廃

止
を
求
め
る
要
望
書

道
々
士
幌
・
然
別
湖
線
は
昭
和
四
一

年
士
幌
町
に
よ
り
、
町
道
と
し
て
開
削

が
開
始
さ
れ
、
昭
和
四
四
年
六
月
道
々

認
定
が
な
さ
れ
今
日
に
至
っ
て
い
ま
す

が
本
道
路
は
大
層
山
国
立
公
園
内
に
位

慨
し
、
最
観
的
に
も
秀
れ
た
地
域
で
あ

り
ま
す
っ

特
に
士
幌
向
原
と
い
わ
れ
る
束
ヌ
ブ
ヵ

ウ
シ
山
、
白
墾
山
周
辺
は
低
標
闘
で
あ

り
な
が
ら
厳
し
い
気
象
条
件
か
ら
ナ
キ

ウ
サ
ギ
、
コ
マ
ク
サ
零
高
山
僻
特
有
の

自
然
環
境
を
有
し
て
お
り
ま
す

私
た
ち
は
、
例
砿
公
剛
内
の
ｆ
地
域

を
保
謹
し
、
現
状
の
側
然
環
境
を
維
持

静
内
・
中
札
内
線
汁
画
庭
反
対
す
る
と

と
も
に
、
計
画
の
廃
止
を
強
く
要
鯏
い

た
し
ま
す
。

Ｍ
織
文
醤
に
つ
い
て
北
海
道
開
発
局

長
宛
に
提
出
し
て
い
ま
す
恥

Ｉ
Ｉ
Ｌ
■
Ｉ
ａ
Ｉ
ｄ
Ｂ
■
且
■
Ｉ
可
４
■
日
日
“
・
ｈ
ｌ
■
■
Ｉ
Ｉ
Ｐ
■
■
且
■
■
■
凸
■
■
Ｉ
■
０
■
４
０
４

す
へ
き
で
あ
る
と
考
え
ま
す

以
ｋ
の
こ
と
か
ら
、
既
存
道
々
の
緑

化
復
止
を
求
め
る
と
と
も
に
．
『
道
々

士
幌
・
然
別
湖
線
』
を
廃
止
す
る
こ
と

を
強
く
要
望
い
た
し
ま
す
、

北
自
連
七
九
’
二

一
九
七
九
・
七
・
・
・
↑
○

北
海
道
自
然
保
護
団
体
連
合

代
表
四
十
万
谷
占
郎

北
海
道
近
力
株
式
会
社

取
締
役
社
長
四
シ
柳
高
茂
殿

高
見
ダ
ム
補
俄
林
道
造
成
工
事
に
伴

う
自
然
破
壇
に
つ
い
て
の
抗
議
文

七
〃
一
日
・
’
白
、
当
団
体
連
合
が

実
施
し
た
Ｈ
高
山
脈
に
お
け
る
現
地
調

査
に
よ
り
、
貴
社
が
現
在
進
め
て
い
る

高
見
ダ
ム
越
投
に
伴
う
補
償
林
道
工
事

に
お
い
て
、
当
地
の
貴
砺
な
自
然
に
多

大
な
影
櫻
が
及
ん
で
い
る
こ
と
が
確
認

さ
れ
た
。

貿
社
の
補
侭
林
道
工
事
は
高
標
商
か

つ
急
峻
脆
弱
な
地
形
の
中
で
造
成
匝
彌

が
進
め
ら
れ
て
い
る
が
、
法
師
あ
る
い

は
道
路
下
の
広
大
な
地
域
に
土
砂
投
棄

に
よ
る
森
林
の
破
壊
・
河
川
環
境
の
破

壊
が
見
ら
れ
る
こ
と
は
自
然
保
謹
上
き

わ
め
て
、
辿
憾
で
あ
る
「

對
地
域
に
お
け
る
炎
上
欠
落
後
の
緑

化
復
↓
沁
の
難
し
さ
は
熟
知
の
こ
と
と
考

え
る
が
、
法
面
の
緑
化
・
安
定
及
び
補

悩
林
道
造
成
の
際
の
ｋ
砂
始
末
等
・
周

辺
環
境
に
鯉
膨
騨
を
及
ぼ
し
て
い
る
現

状
に
か
ん
が
み
、
こ
こ
に
そ
の
旨
強
く

抗
鎖
す
る
と
典
に
、
早
怠
に
改
湊
策
を

提
・
脈
さ
れ
た
い
、

第9回北海道自然保護シンポジウム開催要項

（2） 代表者会議報告

（3） アピール採択

16:00閉会

17:00帯広駅前解散（バス到狩）

費 用:参加費￥2.500円{媚目纐|棚
（食事付・バス代含）

宿泊費￥2,300円（全逓会館）

尚，宿泊参加者は￥4,800円となります．

申し込み： 8月15旦まで参加申込醤に記入し，予納金
として参加費（両日で2,500円）をそえてお願

主 催：北海道自然保謹団体連合
主管団体：十勝自然保謹協会
期 日: 1979年9月1日(土)～2日（日）
場 所：全逓共済会館

（帯広市西12条南ll丁目
TELO155-25--2767)

主 題：「日高山系その他道路問題を考えるj
日 程．

9月1日(土）

13：00 開会

1

18：00 シンポジウム「日高中央横断道路問題」
（1）現地調査報告
（2） 問題提起

（3）質疑応答・意見交換
（4）討議。まとめ

鵬:]讓墓無蕊:(話夕食）
9月2日（日）

8 ：45全逓会館前集合

9 ：00巡検出発「士幌高原道路」 （貸切バス）
14：00北大士幌小屋着

総括会謹（於北大士幌小屋）

（1）巡検のまとめ

’
I

’

いします。
一
‐
卜
ち
ょ
っ
と
一
言
Ｉ
」旦

今
年
一
・
一
月
の
第
八
回
北
海
道
自
然
保

謹
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
以
来
、
日
高
中
央
横

断
道
路
問
題
が
連
合
の
大
き
な
取
り
組

み
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
日
高
道
路
は

そ
の
目
的
・
発
想
が
、
昭
和
四
十
七
年

か
ら
四
十
九
年
の
大
雪
山
縦
貫
道
路
計

画
と
非
常
に
似
て
い
る
。

そ
こ
で
私
た
ち
住
民
運
動
を
志
ざ
す

街
に
と
っ
て
、
過
去
の
！
す
な
わ
ち
、

大
雪
山
縦
貫
道
路
問
題
Ｉ
経
験
を
十
分

に
生
か
し
、
そ
れ
を
今
日
の
情
勢
に
加

味
し
、
運
動
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
・

石
油
不
足
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
時
代
と

言
わ
れ
な
が
ら
も
、
車
社
会
は
根
強
く

進
展
し
て
い
る
今
日
。
開
発
と
は
何
か
。

豊
か
さ
と
は
何
か
。
こ
う
し
た
根
本
を

こ
の
Ｈ
高
中
央
横
断
道
路
問
題
を
通
じ

再
考
す
る
必
要
が
あ
る
よ
う
に
思
う
。

前
置
き
は
こ
の
へ
ん
に
し
て
、
次
頁

に
「
日
商
山
脈
を
守
る
連
絡
協
議
会
設

立
趣
意
謀
」
を
褐
戦
し
た
。
こ
の
協
議

会
は
、
日
高
山
脈
を
開
発
の
手
か
ら
守

り
、
保
謹
を
強
め
る
た
め
、
同
じ
志
を

持
つ
団
体
・
個
人
に
呼
び
か
け
る
も
の

で
、
つ
い
岐
近
で
き
た
ば
か
り
の
組
織

で
あ
る
。
Ｈ
高
山
脈
を
守
る
と
い
う
趣

旨
に
儲
同
さ
れ
る
方
の
加
入
を
期
待
す

る
．
（
事
務
局
）

申込み先

F ’
1

1

’08O

帯広市西

山根

5条南7丁目北電帯広支社
裕宛(TELO155-24-5161)

｡予納金は現金書留で願います。

｡申込の変更は8月25日まで。以降は予納金を返戻しない。
その他： (1) 全逓会館前附近は駐車が可能。

（2） 巡検は悪天候でも実施します。

（3）会場での資料・本の販売は可。
（4） 問合せ先前記山根裕又は藤巻裕蔵

(0155-48-5111=藤巻）

－7－
－6－
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ハ
イ
マ
ツ
・
コ
マ
ク
サ
と
い
っ
た
特

有
の
高
山
帯
植
生
を
示
す
士
幌
高
原
。

決
し
て
高
い
山
と
は
言
え
ぬ
東
ヌ
プ
カ

ゥ
シ
山
と
白
雲
山
の
中
を
ぬ
っ
て
「
道
々

士
幌
・
然
別
湖
線
」
が
で
き
よ
う
と
し

て
い
る
。

さ
る
七
月
八
日
の
代
表
者
会
議
で
、

連
合
と
し
て
反
対
運
動
を
進
め
る
こ
と

が
決
ま
っ
た
。

今
日
ま
で
、
十
勝
自
然
保
護
協
会
（
会

長
西
武
）
北
海
道
自
然
保
謹
協
会
（
会

長
石
川
俊
夫
）
が
反
対
を
表
明
し
、
さ

進
み
、
既
存
道
路
終
点
か
ら
白
雲
山
奄

山
道
を
歩
く
。
途
中
、
シ
カ
の
足
跡
が

数
ケ
所
見
ら
れ
た
。
回
り
は
ト
ド
松
と

カ
バ
類
を
は
じ
め
と
す
る
広
葉
樹
と
の

混
交
林
で
あ
る
。
さ
ら
に
歩
い
て
い
く

と
踏
み
分
け
道
が
そ
れ
と
分
か
る
状
態

で
横
に
折
れ
て
い
る
。
私
た
ち
も
さ
っ

そ
く
横
道
に
入
い
っ
て
み
た
。
一
瞬
、

立
ち
止
ま
り
驚
い
て
し
ま
っ
た
。
そ
こ

は
一
面
ハ
イ
マ
ツ
と
キ
バ
ナ
シ
ャ
ク
ナ

ゲ
の
群
落
で
あ
っ
た
。
こ
ん
な
低
標
高

で
、
し
か
も
ポ
ッ
カ
リ
穴
が
あ
い
た
よ

う
な
空
間
の
中
で
大
雪
山
の
頂
上
付
近

の
景
色
を
見
れ
る
と
は
夢
に
も
思
わ
な

か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
再
度
私
た
ち
を

蹄
か
す
こ
と
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
あ
ち

ら
こ
ち
ら
に
無
数
の
盗
採
跡
が
あ
る
こ

士
幌
高
原
は
い
ま

道
々
士
幌
。
然
別
湖
線
廃
止
に
向
け
て

″ ‘4心

ら
に
近
頃
大
雪
の
自
然
を
守
る
会
（
代

表
坂
本
直
行
）
が
反
対
の
意
志
を
明
ら

か
に
し
た
こ
と
を
受
け
て
の
決
定
で
あ
る
。

以
下
、
計
画
概
要
等
に
つ
き
述
べ
た
い

と
思
う
。

計
画
概
要

道
路
位
置
は
、
東
ヌ
プ
カ
ウ
シ
山

（
一
、
二
五
二
・
二
メ
ー
ト
ル
）
と
白
雲
山

の
中
間
を
通
る
も
の
で
、
道
々
士
幌
・

然
別
湖
線
の
新
田
牧
場
近
く
を
起
点
と

し
、
糠
平
・
清
水
線
と
の
出
合
を
終
点

あ
る
。
こ
の
地
域
に
道
路

造
成
は
も
と
よ
り
、
そ
の

後
、
安
易
に
多
く
の
人
が

入
い
り
込
む
こ
と
に
よ
る

自
然
環
境
に
対
す
る
影
響

は
は
か
り
し
れ
な
い
。
自

然
公
園
内
で
あ
る
こ
と
を

前
提
に
、
道
々
士
幌
然
別

湖
線
は
大
き
な
問
題
が
あ

る
と
言
え
よ
う
。

さ
ら
に
、
道
路
造
成
の

目
的
に
、
山
火
対
策
。
木

材
般
山
・
過
疎
対
策
・
観

光
を
あ
げ
て
い
る
が
、
主

な
目
的
は
観
光
で
あ
る
乳

そ
れ
は
士
幌
町
と
然
別
湖

と
だ
。
ス
コ
ッ
プ
で
根
こ
そ
ぎ
堀
っ
て

●
。

あ
る
他
に
、
次
に
盗
採
す
る
品
物
に
印

ま
で
つ
け
て
あ
る
。
エ
ス
ロ
ン
テ
ー
プ

麻
袋
・
カ
マ
と
い
っ
た
ヒ
シ
道
具
も
溶

穴
に
隠
さ
れ
て
い
た
。
ナ
キ
ウ
サ
ギ
の

満
を
聞
き
感
激
し
な
が
ら
も
、
な
に
か

心
寂
し
い
思
い
に
か
。
わ
れ
た
。

前
記
は
現
在
の
士
幌
尚
原
の
ほ
ん
の

一
部
を
紹
介
し
た
に
す
ぎ
な
い
が
、
現

状
で
す
ら
、
人
為
的
大
小
の
自
然
破
壊

が
あ
る
。
こ
こ
に
道
路
が
で
き
た
ら
ど

う
な
る
の
か
。
ナ
キ
ウ
サ
ギ
や
シ
カ
は
。

そ
し
て
満
山
植
物
の
女
王
・
コ
マ
ク
サ

は
。
低
標
高
で
高
山
性
植
生
を
維
持
し

て
い
る
の
は
地
形
・
地
面
条
件
に
加
え

て
、
厳
し
い
気
象
条
件
が
あ
る
か
ら
で

あ
る
。
こ
れ
ら
の
条
件
が
士
幌
高
原
の

特
異
性
を
創
り
あ
げ
た
と
い
え
る
の
で

第9回全国自然保護大会開催要領

主 催令側『l然保獲巡合
主 管 ’79北随大会爽汀釦』会
大会スローガン自然の死は人間の死

生命ゆたかな未来を子どもたちの手に
1979(I:8jl 1811(t) 一般向け溺油会
（猟11雌数が文化会館）

期 日 1979"8JI2'1 11(金)~2611(11)
8ﾉ124m（金） 迎合理恥会
8ノ12511（I:） 大会
8ﾉ126II(n) 人会

場 所蝿判, ､イッ
"1101"!li TEI0764(36) 0191

1．大会の内容
8〃2411（金）迎合皿‘if会
8jl251I（k）
9：叩受付朋始
9？30～,，：“全例rl然保迎辿合絶会
11 3“～122”記念蝋減
13s”～17；00分科会
19:”～21 :”､血討鵠

8jl26I1(【】》
9：30－12：00現地側借・分科会慨告
13；00～15胃00パネルディスカッション
15：00～16：30総会（方針・決議など）

分科会
(1)農架空中散布を問いただせ
12）大林I乱if画・【邸何体箭伐をつく
（31塵巣の典のl1j趣に向かって
（4） カモシカ問題と鳥獣保護
（5） エネルギー問題を11Mいつめる
(6) n然保獲数青の新股間をめざして
17） くらしの中の公害と『l然保護
（8）河川・湖淵と海を守るたたか&，
19） 同然保謹行政への住民参加
肥灰公醤述勤と自然保抵述勤の交流
llU身近な同然の保獲と利川
咽山脇観光問迦を総括する

2．参加料など

参加職 2,000IwI
術泊笹 4.5001II ( 1泊2食〉
3．大会亭務局

〒930Millll祗糊5区1720 1 はらだ鞭4号村上佳史
‘79北陸大会笈行馨員金恥10764(33)-8596

昭
和

四
一
年

に
士
幌

町
が
事

業
主
体

と
な
り

「
町
道

士
幌
・

然
別
湖

線
」
と

し
て
開

削
造
成

に
着
手

し
て
い

る
。
さ

ら
に
昭

和
四
四
年
六
月
に
道
々
認
定
を
受
け
、

今
日
に
至
っ
て
い
る
。

道
路
延
長
八
、
三
八
五
・
九
五
メ
ー

ル
。
巾
員
五
。
五
メ
ー
ト
ル
。
う
ち
未

開
削
延
長
分
が
二
、
四
七
二
メ
ー
ト
ル
。

ト
ン
ネ
ル
部
分
六
五
五
メ
ー
ト
ル
と
な
っ

て
い
る
。
又
、
大
雪
山
国
立
公
園
内
の

造
成
部
分
は
四
、
四
七
二
メ
ー
ト
ル
で
、

す
で
に
一
部
造
成
済
で
あ
る
。

道
で
は
、
昭
和
四
七
年
鹿
追
町
並
び

に
自
然
保
謹
団
体
か
ら
道
路
造
成
に
よ

る
自
然
破
壊
の
ひ
ど
さ
を
指
摘
さ
れ
て

以
来
、
今
卿
ま
で
糎
業
費
の
大
半
を
法

面
保
謹
に
あ
て
て
い
る
。
今
年
度
予
算

一
億
二
千
万
円
も
、
法
面
安
定
・
緑
化

復
元
に
あ
て
ら
れ
て
い
る
。

と
し
て

い
る
。

を
短
時
間
で
結
ぶ
道
路
が
で
き
て
も
観

光
以
外
の
、
例
え
ば
過
疎
対
策
。
産
業

の
振
興
と
い
っ
た
効
果
は
少
な
い
と
考

え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
観
光
Ⅲ
的
と

す
れ
ば
、
こ
の
稀
の
道
路
問
題
で
は
過

去
に
大
雪
山
縦
瞳
道
路
計
画
で
開
発
の

考
え
方
は
崩
さ
れ
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。

今
ま
た
日
高
や
士
幌
高
原
で
同
じ
経
験

を
し
よ
う
と
い
う
の
だ
ろ
う
か
。
も
う

一
度
発
想
を
原
点
に
立
ち
も
ど
り
考
え

直
す
必
要
が
あ
る
と
思
う
。

自
然
環
境
調
査
開
始

今
年
度
か
ら
実
質
上
の
自
然
環
境
調

査
が
始
ま
っ
て
い
る
。
こ
の
調
査
は
、

道
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
条
例
に
よ
る
調

査
に
準
ず
る
も
の
で
、
道
土
木
部
が
、

北
海
道
開
発
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
㈱
に
依
託

道々士幌然別湖線道路改良工事実施事業費

施行
年次

事業主体 概要蕊業蜜 摘 要

千円
14.900

町道士幌然別間線道路
山火対策，木材般出路
観光道路，過疎対策

削
成

開
造士幌町41

蛇
一
坐

54,300
-

36.000

″
一
〃ノ

道々士幌然別湖線
士幌地区過疎対策
老人と子供の国鑑鑑|画
自然休養林計画

44 50.900〃

帯広＋現
〃

17,600
-

29600
年
次
別
工
事
内
容
な
ら
び
に
費
用
は
別

表
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

失
わ
れ
ゆ
く
自
然

士
幌
高
原
は
、
大
雪
山
国
立
公
園
の

未
区
分
特
別
地
域
に
入
い
る
ほ
か
、
鳥

獣
保
謹
区
に
指
定
さ
れ
て
い
る
景
観
の

秀
れ
た
地
域
で
あ
る
。
特
に
東
ヌ
プ
ヵ

ウ
シ
山
、
西
ヌ
プ
カ
ウ
シ
山
・
白
雲
山

は
共
に
低
標
高
で
あ
り
な
が
ら
も
、
高

山
性
の
動
植
物
が
生
息
し
北
海
道
内
で

も
特
異
な
環
境
を
有
し
て
い
る
。

北
海
道
に
遅
い
春
の
訪
れ
を
感
じ
さ

せ
る
六
月
。
士
幌
道
路
を
見
る
機
会
が

あ
っ
た
。
士
幌
町
市
街
か
ら
新
田
牧
場

を
ぬ
け
、
問
題
の
ジ
グ
ザ
グ
カ
ー
ブ
を

妬
一
妬

″
一
〃し

、
調
査
そ
の
も
の
は
（
社
団
法
人
）

北
海
道
自
然
保
謹
協
会
が
千
六
百
万

円
（
五
三
年
度
分
）
で
再
委
託
し
行
な

う
も
の
で
あ
る
。
今
回
の
調
査
結
果
に

よ
り
、
今
後
の
道
路
造
成
の
可
否
を
決

め
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
と
い
う
の
が
道

土
木
部
の
弁
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ

今
回
の
調
査
が
今
後
の
動
向
に
多
大
な

影
響
を
与
え
る
こ
と
は
事
実
の
よ
う
で

あ
る
。
そ
の
意
味
で
、
北
海
道
自
然
保

謹
協
会
に
少
な
か
ら
ず
期
待
す
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。

（
田
中
明
子
）

法面
保護等

自然環境保謹対策17 15.800ﾉノ

坐
坐
別
一
別
一
魂

134.600

67,000

108,000

85,000

80000

"

″
｜
〃
｜
″
〃
〃

ノノ

"

〃

〃

アセスメント条例にも
とずき環境調査

53 100.000 〃〃

蝋 計
〃

〃
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卜

冬
で
も
子
供
は
シ
ャ
ツ
だ
け
着
て
、

下
は
ベ
ロ
ッ
と
出
し
て
い
ま
す
。
裸
足

で
す
よ
。
そ
れ
で
雪
の
中
走
っ
て
あ
る

い
て
、
足
冷
た
く
な
る
と
寒
そ
う
に
帰
っ

て
く
る
。
そ
れ
で
風
邪
ひ
と
つ
ひ
か
な

い
で
す
。
や
っ
ぱ
り
自
然
の
生
活
で
訓

練
さ
れ
る
ん
で
す
ね
。

今
の
子
供
、
学
校
生
徒
な
ん
て
そ
ん

な
こ
と
し
た
ら
い
っ
ぺ
ん
に
死
ん
じ
ゃ

い
ま
す
よ
。
こ
れ
は
残
酷
物
語
だ
と
か

な
ん
と
か
、
よ
く
新
聞
に
大
き
く
出
ま

す
よ
。
子
供
を
虐
待
す
る
と
か
っ
て
。

こ
れ
は
、
考
え
る
と
虐
待
で
な
い
で
す

よ
ね
。
そ
う
い
う
自
然
の
し
ご
き
に
か

か
っ
た
や
つ
は
不
死
身
で
す
よ
。
一
寸

や
そ
っ
と
で
死
な
な
い
で
す
よ
。
そ
れ

は
強
勒
な
神
経
と
フ
ァ
イ
ト
と
生
活
力

と
を
持
っ
て
い
ま
す
。
そ
う
い
う
こ
と

で
、
自
然
に
養
わ
れ
る
ん
で
す
ね
。
だ

か
ら
私
は
そ
う
い
う
生
活
を
体
験
す
る

こ
の
ま
ま
で
い
い
の
か
風
蓮
湖

’
第
四
回
東
北
海
道
反
公
害
・
自
然
保
護
交
流
会
か
ら
ｌ

本
格
的
な
夏
を
む
か
え
た
北
海
道
。
資
源
の
点
か
ら
も
き
わ
め
て
貴
重
な
自

そ
れ
で
も
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
の
冷
た
い
風
然
で
あ
る
。
日
高
山
脈
の
よ
う
な
山
岳

が
暑
さ
を
吹
き
飛
ば
し
て
い
る
根
室
市
と
し
て
の
自
然
の
価
値
も
さ
る
こ
と
な

で
七
月
二
二
日
、
東
北
海
道
反
公
害
目
が
ら
、
風
蓮
湖
の
よ
う
な
海
つ
づ
き
の

然
保
護
交
流
会
が
開
か
れ
た
。
湖
も
ま
た
貴
重
な
自
然
と
い
え
よ
う
。

地
元
の
根
室
市
は
も
と
よ
り
、
帯
広
。
こ
う
し
た
地
域
を
我
々
の
世
代
で
性
急

釧
路
・
幕
別
・
音
更
・
中
標
津
・
標
津
．
に
開
発
す
る
必
要
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。

弟
子
屈
・
白
糠
・
旭
川
・
札
幌
か
ら
、
北
に
残
さ
れ
た
固
有
の
自
然
は
、
未
だ

お
よ
そ
七
○
名
以
上
が
参
加
し
た
。
学
術
的
に
も
未
知
の
部
分
が
多
い
。
こ

九
時
半
か
ら
一
二
時
ま
で
、
風
蓮
湖
の
自
然
は
や
は
り
、
現
状
の
ま
ま
保
謹

春
国
岱
を
巡
検
し
、
改
た
め
て
風
蓮
湖
す
べ
き
と
思
う
。
開
発
す
る
こ
と
は
し

の
自
然
の
豊
か
さ
、
そ
れ
を
享
受
す
る
ご
く
簡
単
で
は
あ
る
が
、
失
わ
れ
た
自

人
々
の
営
み
を
か
い
ま
見
る
こ
と
が
で
然
を
元
に
も
ど
す
こ
と
は
不
可
能
と
い

き
た
。
午
後
か
ら
の
交
流
会
で
は
、
根
え
る
。
こ
の
こ
と
は
過
去
の
経
験
・
歴

室
市
役
所
職
員
か
ら
風
蓮
湖
周
辺
の
開
史
の
中
で
明
確
に
さ
れ
て
い
る
こ
と
で

発
事
業
計
画
（
別
表
）
の
説
明
を
う
け
、
あ
る
。
に
も
か
か
ら
わ
ず
同
じ
苦
い
思

そ
れ
に
つ
い
て
の
質
疑
が
若
干
な
さ
れ
い
を
繰
り
返
そ
う
と
す
る
の
か
。
日
高

た
。
そ
の
後
の
特
別
報
告
は
次
の
と
お
で
そ
し
て
こ
の
風
蓮
湖
で
。
素
朴
な
疑

り
で
あ
る
。
問
と
怒
り
で
交
流
会
の
一
日
が
過
ぎ
た
。

①
日
高
横
断
道
路
計
画
問
題
今
後
も
風
蓮
湖
の
自
然
を
守
る
運
動

報
告
者
上
村
一
朗
氏
が
こ
れ
ま
で
の
自
然
保
護
運
動
を
す
る
人

②
風
蓮
湖
の
自
然
保
護
の
問
題
た
ち
の
み
な
ら
ず
、
子
を
思
う
母
親
も
、

Ｌ
現
況
報
告
．
労
働
者
も
皆
が
力
を
出
‐
ｘ
ロ
つ
広
範
な
運

高
田
勝
氏
小
林
秀
雄
氏
動
へ
発
展
す
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

２
北
海
道
の
中
の
風
蓮
湖
道
産
子
の
親
子
が
戯
れ
る
風
蓮
湖
を

三
浦
二
郎
氏
森
紫
朗
氏
こ
の
ま
ま
の
状
態
で
残
し
て
い
き
た
い

３
外
か
ら
見
た
風
蓮
湖
も
の
で
あ
る
。
春
国
岱
の
真
紅
な
燃
え

風
蓮
湖
は
、
烏
の
宝
庫
と
し
て
知
ら
る
よ
う
な
ハ
マ
ナ
ス
の
色
が
い
ま
も
目

れ
て
い
る
が
、
鳥
類
に
限
ら
ず
植
生
の
に
焼
き
つ
い
て
は
な
れ
な
い
。

う
え
か
ら
も
興
味
深
い
し
、
浅
海
漁
業

自
然
の
し
ご
き
の
中
で

原
野
の
昔
ぱ
な
し

と
今
の
生
活
と
比
較
し
て
ね
。
面
白
い

こ
と
と
か
、
教
え
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。私

が
最
初
に
入
っ
た
小
屋
は
、
外
が

マ
イ
ナ
ス
三
○
度
あ
る
と
、
家
ん
中
が

マ
イ
ナ
ス
二
○
度
。
一
○
度
し
か
差
な

い
ん
で
す
ね
。
そ
れ
で
も
け
つ
こ
う
赤

ん
坊
は
育
つ
も
ん
で
す
。
で
す
か
ら
、

寒
け
れ
ば
寒
い
よ
う
に
あ
わ
せ
た
生
活

を
す
れ
ば
、
そ
れ
に
即
応
し
た
体
力
っ

て
も
の
は
で
て
く
る
ん
で
す
ね
。

今
あ
ま
り
大
事
に
す
る
か
ら
ね
。
過

保
謹
で
す
。
そ
れ
が
子
供
を
可
愛
が
る

唯
一
の
方
法
だ
と
思
っ
た
ら
大
き
な
間

違
い
で
ね
。
や
っ
ぱ
り
車
ほ
し
い
っ
た

ら
車
買
う
し
、
こ
れ
食
い
た
く
な
い
っ

た
ら
、
も
つ
と
う
ま
い
も
の
食
い
た
い

か
っ
て
こ
う
言
う
で
し
ょ
う
。
昔
の
人

は
、
そ
れ
食
い
た
く
な
か
っ
た
ら
食
う

も
の
な
い
ぞ
。
死
ん
で
も
い
い
か
。
仕

家
ん
中
が
マ
イ
ナ
ス
二
○
度

坂
本
直

ｌ
そ
の
八
１

行方
な
し
食
べ
る
ん
で
す
。
今
は
ぜ
い
た

く
な
っ
ち
ゃ
っ
て
ね
。
こ
れ
二
○
○
カ

イ
リ
だ
な
ん
だ
っ
て
、
だ
ん
だ
ん
食
う

も
の
な
く
な
り
ま
す
よ
。

ス
ケ
ソ
ウ
ダ
ラ
四
○
キ
ロ
と
っ
た
ら
、

一
○
キ
ロ
し
か
つ
か
わ
な
い
カ
マ
ボ
コ
を

食
っ
て
る
ん
で
す
。
ソ
ビ
エ
ト
は
ち
ゃ

ん
と
み
ん
な
知
っ
て
．
る
ん
で
す
。
日
本

じ
ゃ
こ
う
い
う
無
駄
を
し
て
る
っ
て
。

ど
う
し
て
自
然
の
ま
ま
食
わ
ん
か
。
外

交
で
負
け
ま
す
。
何
つ
て
っ
た
っ
て
か

な
わ
な
い
で
す
よ
。
そ
う
い
う
バ
カ
な
無

駄
し
て
い
る
か
ら
。
白
く
す
る
た
め
水

で
さ
ら
す
で
し
ょ
う
。
白
く
し
な
い
と

う
ま
く
な
い
と
思
う
ん
だ
ね
。
そ
の
汚

水
は
み
ん
な
海
に
流
れ
込
む
ん
で
す
。

こ
れ
で
海
を
濁
く
し
、
川
を
ダ
メ
に
し

て
る
わ
け
で
す
。
わ
れ
わ
れ
の
生
活
の

中
に
、
そ
う
い
う
も
の
沢
山
あ
る
わ
け

で
す
。

開
拓
者
の
方
が
合
理
的

そ
れ
が
文
化
だ
と
思
っ
た
ら
間
違
い

で
、
文
化
の
名
に
ふ
さ
わ
し
く
な
い
食

い
も
の
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
も
つ
と
．

自
然
な
も
の
を
わ
れ
わ
れ
食
わ
な
き
ゃ

な
ら
な
い
。
開
拓
者
の
方
が
、
そ
う
い

う
点
で
も
っ
と
合
理
的
で
す
よ
。
ま
あ
、

あ
る
も
の
し
か
食
い
ま
せ
ん
け
ど
。
そ

れ
食
わ
な
き
ゃ
死
ぬ
ん
で
す
か
ら
ね
。

私
等
は
そ
う
い
う
生
活
三
十
五
年
し
て

た
ん
で
す
。
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－10－－11－

ー

風
蓮
湖
周
辺
開
発
事
業
計
画
予
定

班業者

農用地開発
公 団

国

通

根室市

国

東海大学

業協同組合

根室市

根室市

根室市観光

協 会

駆 粟 名

根室地区風用地開
発公団駆業

道路造成
東梅一別海間直路
新設砺業

海岸保全礪業

飛行場設凪躯業

根室湾海域総合開

発調査実施

北方食祇資
所（仮称）

源研究

沿岸漁業綱造改善
対策事業

護職）

春国岱ハマナス花

園造成蛎業

所 在 地

郷
厚

明
西

●
●

昔
南

鐙
贈
翻
函 床

東梅・別海

”

根室市川口77悉地

風蓮湖

(根室27号海域）

風蓮湖
(根室市湖南9番地）

温根沼・東梅地区

春国岱

"

耶業年匪

S52""
S54 ”

～

未 定

未 定

S52f砿～

S59”

S54句渡～

S56〃

S55"
見込

麺
〃

０
４

５
５

Ｓ
Ｓ

～

S52f液～
S57”

未 定

蛎菜Imm

６
１
９
０
９
且
０
■
■

ﾘド 粟 内 群

}18.61qO$ 農地造成・人櫛施投
防災林工・通路工

L=20.9km

(橋梁含む）

市道を国道として整備するよう現在
要望中

(市単独)調}東瀦W海間賦填縄
捜 岸

海岸侵蝕防止のため，護岸・消波工

上妃道路工耶と併行して行なう計画

1鯛ho ･基本投』卜

路・鷲兜走

測、
観則
計画顛定
調査・基j
許可申紛

灘曲渦

恥
諜
鵠
軽

二
一
二
”

渡
〃
”
”
〃
謁

匂２
３
４
５
６
７

５
５
５
５
５
５

Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ

56”

57～59年度
一

水域面柵

約5,000ho

理化学的
生物学的 ｝
雄走趾調査

調査

漁場形成調査
社会環境の調査
問題点の整理

敷地面穣
l57ho

(魚貝類の岫植）
(裁培漁業の研究）
研究所本館附腐施設

7.000㎡ あさり貝漁場造成

17hQ 現樹木のうち500㎡（択伐）

延長約3km

巾員約50m
設
定

開
投

園
収
所

難
浮
轤

地
ナ
用
調
甥
所

用
マ
部
生
車
憩

の
ハ
ー
植
駐
休

地
・
・
・
・
・

有
ｒ
１
１
ｔ

私

伽 名。

(艇林擁）

(上水熱）

海岸保全区
域脂定地
(港湾課）

将来は節3

薊空港術定

整鯛の予定

(企阿採）

(水顔課）

（ ” ）

(展林課）

(商工課）



活動日誌

6月5日札幌市「緑の審議会」審議委員とし

て，山本正氏を推薦する。 （未発令）
7月lPB
20日

日高横断道路問題について静内町山

岳会の方々と話し合う（静内町にて，

田中）

東北海道反公害・自然保護交流会に

参加（根室市）

対道交渉の打合せ（参加者は北海道

自然保謹協会．北海道山岳連盟．大

雪の自然を守る会）

第一回対道交渉(11時から赤レンガ

会議室にて）

北海道電力株式会社に高見ダム建設

についての抗議文提出（北自連79-

ll)

6月'PB
17日

6月25日

大雪の自然を守る会の「道々士幌・

然別湖線」視察に参加

日高横断道路計画現地調査のための

記者会見（道政記者クラブにて）

朝里岳スキー場環境委員会

日高横断道路計画現地調査

7月22日

7月27日

6月26日

7月1日

』日
7月3日

7月28日

同，静内隊・中札内隊合同記者会見

(道政記者クラブにて）

代表者会議（自然保謹センターにて）

北海道・開発局に文書提出（北自連

79－7，8，9）

朝里岳スキー場環境委員会

7月30日

7月8日

7月13日

この他，毎週火曜日7時より事務局会議を開
いています。

ふ
と
見
る
と
、
歩
道
に
植
え
ら
れ
た

並
木
も
い
つ
の
ま
に
か
枝
葉
を
い
つ
ぱ

い
に
広
げ
、
私
た
ち
の
暑
さ
を
よ
そ
に

涼
し
そ
う
に
風
に
ゆ
ら
れ
て
い
ま
す
。

い
よ
い
よ
夏
も
盛
り
、
夜
の
涼
し
さ
が

う
れ
し
い
季
節
に
な
り
ま
し
た
。
あ
る

人
は
山
に
、
あ
る
人
は
海
水
浴
に
、
ま

た
あ
る
人
は
木
陰
で
読
書
を
し
て
い
ま

す
。
さ
あ
、
あ
な
た
も
ク
ー
ラ
ー
の
効

い
た
部
屋
に
ば
か
り
い
な
い
で
外
の
自

然
に
目
を
や
っ
て
見
て
は
い
か
が
で
す

か
。

今
回
は
十
勝
自
然
保
謹
協
会
さ
ん
の

協
力
も
い
た
だ
き
、
日
高
道
路
、
士
幌

道
路
を
中
心
に
編
集
し
ま
し
た
。

ど
ち
ら
の
道
路
に
し
ろ
、
残
り
少
な

い
北
の
自
然
を
破
壊
し
て
ま
で
、
な
ぜ

道
路
を
造
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
、

そ
れ
が
本
当
の
意
味
で
の
住
民
の
利
益

編集

後 記

C""r;
丁

に
な
り
得
る
の
か
、
と
い
っ
た
点
に
論

議
が
集
ま
り
そ
う
で
す
。
こ
の
特
集
で

こ
れ
ら
の
道
路
問
題
に
つ
い
て
の
認
識

を
深
め
、
道
路
建
設
に
対
す
る
反
対
運

動
の
意
義
と
い
う
も
の
を
理
解
し
て
い

た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

さ
て
、
編
集
自
体
に
つ
い
て
は
、
依

然
旧
体
制
か
ら
抜
け
き
れ
な
い
よ
う
で
、

再
び
田
中
さ
ん
の
援
助
を
仰
ぎ
、
な
ん

と
か
発
行
予
定
に
間
に
合
わ
せ
た
と
い

う
次
第
で
す
。
少
し
づ
つ
新
編
集
委
員

が
引
き
継
い
で
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

次
号
の
発
行
予
定
は
一
○
月
上
旬
ご

ろ
で
す
。
読
者
の
方
々
の
ご
意
見
．
ご

感
想
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

（
編
集
部
）

一
九
七
九
年
八
月
十
日
発
行

編
集
発
行
北
海
道
自
然
保
護
団
体
連
合

事
務
所
札
幌
市
北
区
北
十
一
条
西
一

丁
目
北
海
道
自
然
保
謹
セ
ン
タ
ー
内

振
替
口
座
小
樽
四
○
七
一

連
絡
先
（
○
二
）
△
皇
’
九
一
四
一

内
線
二
六
八
（
代
表
四
十
万
谷
吉
郎
）

（
事
務
局
長
田
中
明
子
）

印
刷
㈱
北
海
道
共
同
印
刷
所
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